
島原半島ユネスコジオパーク学術研究奨励事業　助成実績一覧

平成24年度

№ 所属 テーマ 備考

1 長崎ウエスレヤン大学 CVM（仮想市場法）による島原半島ジオパークの環境価値測定 グループ

2 長崎大学
ジオパークの特性と観光に果たす役割 -日中における世界認定地の比較から
-

グループ

3 長崎大学 観光地における戦略ストーリー グループ

4 九州共立大学 島原半島ジオパークを活かした、南島原市のスポーツ振興に関する一考察 グループ

平成25年度　

№ 所属 テーマ 備考

1
瑞浪市化石博物館
（名古屋市）

長崎県南島原市に分布する更新統大江層の十脚甲殻類相 グループ

2 別府大学 山岳信仰と資源開発～山伏の活動から日本人の自然観を探る～ 個人

3 長崎総合科学大学 噴火地域における肥料成分の残留性と土壌性質の調査報告書 グループ

4 佐賀大学 早崎半島の玄武岩類の地質的岩石学的研究報告書 個人

平成26年度

№ 所属 テーマ 備考

1 東北大学大学院理学研究科 ジオパークにおける地元住民に生じた問題とそれに対するガイド個人の動機 個人

平成27年度

№ 所属 テーマ 備考

1
福岡大学産学官連携研究機関国
際火山噴火史情報研究所

長崎県、唐比低地における古環境変遷おける唐比火山灰の影響とその給源推
定

グループ

2 広島文教女子大学 島原半島ジオパークを活用した理科授業の現状と課題」 個人

3 栃木県立博物館 更新統大江層の貝形虫化石群集の研究 グループ

平成28年度

№ 所属 テーマ 備考

1 宮崎大学教育文化学部 地域文化を核とするジオ地域振興に関する研究 グループ

平成29年度

№ 所属 テーマ 備考

1 長崎大学　環境科学部 島原湧水群の湧出量観測と地域水収支の予察的検討 グループ

2
佐賀大学大学院地域デザイン研
究科

雲仙・島原の文化史研究—交易と信仰から地域振興の時代— グループ

3 京都大学　理学部 島原半島南部における第四紀応力史解明 グループ



島原半島ユネスコジオパーク学術研究奨励事業　助成実績一覧

平成30年度

№ 所属 テーマ 備考

1
広島大学　理学研究科地球惑星
システム学専攻

島原半島に分布する先雲仙火山・雲仙火山の岩石学的・地球化学的研究 個人

2 佐賀大学
雲仙・島原史の多文化研究Ⅱ-お山の自然が育んだ雲仙山岳信仰の源流と現
在・未来-

グループ

3 長崎大学環境科学部 島原湧水群の流動メカニズム解明に向けた予察的検討 グループ

令和元年度

№ 所属 テーマ 備考

1
長崎ウエスレヤン大学　現代社会
学部社会福祉学科

ユニバーサルツーリズムに対応したジオツアーの生成と開発に関する調査研
究

個人

2
九州大学　理学府地球惑星科学
専攻

雲仙岳山頂直下で発生する火山性地震の研究 個人

3
高知工業高等専門学校　ソー
シャルデザイン工学科

島原半島のジオから構築される人工物である建築・土木と自然が織りなす修景
の研究

個人

4
信州大学　系統進化・系統地理
学研究室

島原半島における昆虫類の系統学的位置づけと地史との関連究明 グループ

5 九州大学大学院　農学研究院 島原半島内の地熱熱水域に生息する好熱性微生物の地理多様性解析 グループ

6
佐賀大学　芸術地域デザイン学
部

雲仙・島原史の多文化研究Ⅲ-自然と信仰に培われたユネスコ世界ジオパーク
構想国際比較交流史－研究総括と日タイ協力の提言－

グループ

7
特定非営利活動法人フードツーリ
ズム研究所

島原半島ジオパークと温泉をコラボした観光振興策の研究 個人

8
長崎総合科学大学　工学部工学
科建築学コース　橋本研究室

島原南部のジオパーク観光地活性化プロジェクト グループ

令和２年度

№ 所属 テーマ 備考

1 長崎大学　環境科学部 ジオパーク内におけるマルハナバチの県勢調査 グループ

2
長崎ウエスレヤン大学
現代社会学部　社会福祉学科

ユニバーサルツーリズムに対応するジオパークの人材育成及び基盤整備に関
する調査研究

個人

3 長崎大学　環境科学部
令和２年に発生した江里神社湧水枯渇のメカニズム解明に向けた水文学的調
査

グループ

令和３年度

№ 所属 テーマ 備考

1 長崎大学　環境科学部 重要な観光資源であるミヤマキリシマの雑種頻度の推定 グループ

2
鎮西学院大学
現代社会学部　社会福祉学科

島原半島ユネスコ世界ジオパークのユニバーサルデザイン化の推進に関する
調査研究

個人


